
 

 

 
2020 年 10 月 26 日 

報道関係各位 
下地島エアポートマネジメント株式会社 

スカイマーク株式会社 

下地島エアポートマネジメント株式会社（以下、「SAMCO」）が運営する「みやこ下地島空港ターミナル（施設所有者：三菱地所

株式会社）」に、2020 年 10 月 25 日、スカイマークによる羽田、神戸、那覇＝宮古（下地島）の３路線が就航しましたのでお知ら

せします。 

就航当日は出発地の羽田空港、神戸空港、および下地島空港にて記念イベントがそれぞれ開催され、初便の就航を祝いました。 

今回就航した 3 路線のうち、羽田路線については、沖縄県、宮古島市、スカイマークと SAMCO の４者が国土交通省による「羽田

発着枠政策コンテスト」に提案応募し、2021 年夏ダイヤ～冬ダイヤ（2021 年 3 月末～2022 年 3 月末）の 1 年間についてはトラ

イアル運航期間（評価対象期間）として運航が認められ、トライアル運航同期間前後の 2020 年冬ダイヤ（2020 年 10 月末～

2021 年 3 月末）及び 2022 年夏ダイヤ（2022 年 3 月末～2022 年 10 月末）の両期間についても、準備等のための暫定運

航を行うことが認められたものです。 

SAMCO とスカイマークは、沖縄県や宮古島市、（一財）沖縄観光コンベンションビューロー、（一社）宮古島観光協会、宮古島

商工会議所をはじめとする関係各機関と連携し今回開設した路線の利用促進に努め、内外の交流人口拡大に寄与し、地域活性化

に貢献してまいります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■運航スケジュール（2020 年 10月 25日～2021年 3月 27日） 

※使用機材 ボーイング 737-800 型機（177 人乗り） 

☆羽田→宮古（下地島）                      ☆宮古（下地島）→羽田 

 

 

 

☆神戸→宮古（下地島）                    ☆宮古（下地島）→神戸 

 

 

 

☆那覇→宮古（下地島）                    ☆宮古（下地島）→那覇 

 

 

 

スカイマークによる羽田・神戸・那覇＝宮古（下地島）が就航 

～羽田・神戸は毎日 1 往復・那覇は毎日 2 往復～ 

 ▲到着便をウォーターアーチで歓迎（下地島空港） ▲就航式典の様子（下地島空港） 

便名 運航日 運航時刻  便名 運航日 運航時刻 

SKY613 毎日 11:05 – 14:35  SKY618 毎日 18:45 – 21:25 

 

便名 運航日 運航時刻  便名 運航日 運航時刻 

SKY163 毎日 10:40 – 13:20  SKY164 毎日 14:10 – 16:15 

 

便名 運航日 運航時刻  便名 運航日 運航時刻 

SKY541 

SKY547 

毎日 

毎日 

11:10 – 12:05 

 17:00－17:55 

 SKY542 

SKY546 

毎日 

毎日 

12:40 – 13:30 

15:15 – 16:05 

 

 



 

 

■「みやこ下地島空港ターミナル」について 

1.概要 

開業日： 2019 年 3 月 30 日 

所在地： 沖縄県宮古島市伊良部字佐和田 1727 

敷地面積： 32,586 ㎡ 

規模・構造： RC 造 一部鉄骨造及び木造（CLT） 

 地下 1 階地上２階（旅客エリアは地上 1 階のみ） 

主要施設： チェックインカウンター数 12 箇所、搭乗ゲート 3 箇所、 

 到着ロビー 国際線・国内線各 1 箇所、 

 飲食店 2 店舗、物販店 3 店舗（免税店含む）、 

 バス乗り場、タクシー乗り場、ATM、 

 レンタカー受付カウンター、レンタカー受け渡し場・洗車場 

 

 

2.「空港から、リゾート、はじまる。」をコンセプトとした空間づくり 

キーコンセプトを「空港から、リゾート、はじまる。」と掲げ、空港利用者や

航空会社の視点に立った施設づくりに取り組んでいます。空港に到着した

瞬間にリゾート体験のはじまりを感じてもらえるよう、豊かな緑や自然の光を

取り込み、航空機への搭乗直前まで利用者がくつろげる空間を演出してい

ます。国際線を受け入れる専用施設を設け、スムーズな入国・出国動線を

確保する等、利用者の動線を意識した設計となっており、使い勝手の良さ

を追求しています。 

 

 

 

▲空港ターミナル内 水上ラウンジ 

▲みやこ下地島空港ターミナル エントランス 

▲水上ラウンジ 


